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【優秀賞（自然部門）】「飛沫と巨鯨」RINALDI CHRISTOPHER（徳之島町） 【優秀賞（文化部門）】「今年も豊作ホックホク」政 武文（徳之島町）

【最優秀賞（文化部門）】「夜明け～大地の鼓動～」前田 美穂子（徳之島町）

２
０
２
６
景
観

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
作
品
公
募
を

行
い
、
応
募
総
数

85
点
の
中
か
ら
入

賞
作
品
が
決
定
し

ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
多
数
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【最優秀賞（自然部門）】「未来へ繋ぐ母なる海」鈴木 竜爾（徳之島町）

【
審
査
総
評
】
台
風
の
影
響
も
あ
り
、
応
募
総
数
は
昨
年

を
下
回
り
ま
し
た
が
、
文
化
部
門
が
増
え
、
伝
統
行
事
へ

の
関
心
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
。
受
け
継
が
れ
て
き
た
文

化
、
豊
か
な
自
然
や
希
少
な
動
植
物
の
い
き
い
き
と
し
た

姿
を
捉
え
た
作
品
が
多
数
出
品
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
応
募
作
品
展
示
に
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
入
賞
作
品

は
い
ず
れ
も
多
角
的
な
徳
之
島
の
魅
力
を
独
自
の
視
点
で

切
り
取
っ
た
素
敵
な
写
真
ば
か
り
で
す
。
お
部
屋
に
徳
之

島
の
風
を
届
け
る
カ
レ
ン
ダ
ー
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

作品展示を、令和 8年 11 月 19 日（木）~12 月 11 日（金）の期間、　　徳之島町役場 1階町民ギャラリーで行います。ぜひお越しください。
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【入賞（自然部門）】「マンタと出会う海」徳田 美加子（徳之島町） 【シルバー賞】「牛を鍛える」森政 泰男（伊仙町）

【入賞（自然部門）】「夕陽の中の発着」金城 則子（徳之島町） 【入賞（文化部門）】「この場所で、いつまでも」Mark photo（徳之島町）

【入賞（自然部門）】「碧の彼方、徳之島」山崎 泰央（東京都） 【入賞（文化部門）】「旬のはじまり」松本 倫子（徳之島町）

【入賞（自然部門）】「晩春に訪れる森の妖精（サンコウチョウ）」徳 道明（徳之島町） 【入賞（文化部門）】「ムチタボリ」宮本 美穂子（徳之島町）

作品展示を、令和 8年 11 月 19 日（木）~12 月 11 日（金）の期間、　　徳之島町役場 1階町民ギャラリーで行います。ぜひお越しください。
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太鼓を打ち鳴らし会場一体となって唄い踊る

「
下
久
志
十
五
夜
祭
」
が
９
月
26

日
、
下
久
志
十
五
夜
浜
で
あ
り
ま
し

た
。
集
落
住
民
や
島
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
集
い
、か
や
ぶ
き
屋
根
の
「
サ

ン
シ
キ
」
の
下
、
一
重
一
瓶
を
囲
ん

で
交
流
。
恒
例
の
新
生
児
の
健
や
か

な
成
長
を
願
う
「
ミ
ー
バ
マ
フ
マ
シ

（
新
浜
踏
ま
し
）」
や
、力
試
し
の
「
ハ

ン
タ
石
」
担
ぎ
で
は
、
会
場
か
ら
歓

声
が
上
が
り
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
祭
り
の
終
盤
に
は
会
場
一

体
と
な
っ
て
島
唄
を
唄
い
踊
り
、
地

域
の
絆
と
十
五
夜
の
風
情
を

感
じ
る
に
ぎ
や
か
な
一
夜
と

な
り
ま
し
た
。

伝
統
の
下
久
志
十
五
夜
祭
り
、
地
域
の
絆
深
め
る

元
徳
之
島
町
議
会
議
員
の
故
麓
信

俊
氏
が
、
国
の
叙
勲
で
栄
え
あ
る
旭

日
單
光
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
氏

は
昭
和
53
年
に
町
議
会
議
員
に
初
当

選
し
、
平
成
６
年
ま
で
の
通
算
４
期

16
年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職
。
経
済

委
員
長
と
し
て
、
神
嶺
ダ
ム
や
公
営

住
宅
の
建
設
、
各
教
育
施
設
の
整
備
、

さ
ら
に
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・

活
動
の
場
と
し
て
町
体
育
セ
ン
タ
ー

の
建
設
等
に
貢
献
さ
れ
た
ほ
か
、
文

教
委
員
長
と
し
て
、
亀
津
公
園
、
堆

肥
セ
ン
タ
ー
の
建
設
等
に
も
尽
力
。

地
方
自
治
の
発
展
に
多
大
な
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。

元
町
議
会
議
員
麓
氏
、
国
の
叙
勲
で
旭
日
單
光
章
受
章

麓氏のご遺族へ町長より表彰を伝達

太鼓の音とともに夜の集落を巡る一行

伝
統
行
事
「
尾
母
ア
キ
ム
チ
」
が
、

９
月
22
日
、
尾
母
集
落
で
あ
り
ま
し

た
。「
徳
之
島
の
餅
も
ら
い
行
事
」

の
一
つ
と
し
て
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
同
行
事
。
か
か

し
姿
の
招
福
神
「
イ
ッ
サ
ン
ボ
ー
」

を
先
頭
に
、
た
い
ま
つ
を
掲
げ
た
一

行
が
「
ど
ん
ど
ん
節
」
を
唄
い
な
が

ら
練
り
歩
き
ま
し
た
。
新
し
く
集
落

に
加
わ
っ
た
家
や
辻
々
で
は
、
幸
せ

や
豊
作
を
願
う
踊
り
を
披
露
。
最
後

は
溝
川
神
社
で
餅
投
げ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
た
い
ま
つ
の
明
か
り

と
唄
声
が
秋
を
彩
る
、
賑
や

か
な
夜
と
な
り
ま
し
た
。

尾
母
ア
キ
ム
チ
、
た
い
ま
つ
と
唄
声
が
彩
る
秋
の
夜

東
京
の
武
蔵
野
大
学
に
よ
る
学
外
学

修
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（
Ｆ

Ｓ
）」
が
９
月
６
日
か
ら
12
日
に
か
け

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
と
大
学
が
連
携

し
、
２
０
１
５
年
か
ら
続
く
同
事
業
。

今
回
は
学
生
10
人
が
来
島
し
、島
で「
イ

キ
イ
キ
と
働
く
人
」
へ
の
取
材
・
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。
学
生
に
と
っ
て
、

温
か
な
自
然
と
人
々
に
触
れ
、
島
の
魅

力
を
学
ぶ
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
徳
之
島
で
⽣
き
る
豊
か

さ
を
発
信
し
、
島
へ
の
移
住
・
Ｕ
タ
ー

ン
促
進
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
た
ウ
ェ

ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

武
蔵
野
大
学
Ｆ
Ｓ
、
徳
之
島
で
生
き
る
豊
か
さ
の
発
信
へ

「袖振り合うも 島の縁」と題しネットラジオで活動報告

←町公式 Instagram で動画がご覧いただけます。

←町公式 Instagram で動画がご覧いただけます。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
３

年
間
、
主
に
２
０
２
４
年
12
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の
駅
と
く
の

し
ま
」
の
立
ち
上
げ
か
ら
現
在
ま

で
の
営
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
立
ち
上
げ
当
初
は
何
も
な
い

状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
出
荷

要
項
の
作
成
や
出
荷
者
の
募
集
、

商
品
登
録
、
商
品
の
陳
列
な
ど
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

業
務
を
一
つ
ひ
と
つ
学
び
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、オ
ー

プ
ン
後
は
駅
長
と
い
う
立
場
で
営

業
に
携
わ
り
、
出
荷
者
対
応
や
経

理
な
ど
、
幅
広
い
業
務
を
担
う
中

で
、
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る
こ

と
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

分
か
ら
な
い
こ
と
を
一
か
ら
調

べ
、
学
び
、
実
践
し
て
い
く
こ
と

は
大
変
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
の

楽
し
さ
や
、
自
分
で
考
え
て
行
動

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
３
年
前
の
自
分

と
比
べ
る
と
、
仕
事
を
通
し
て
得

た
知
識
や
経
験
は
大
き
く
増
え
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
自
分

自
身
の
成
長
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
こ
の
３
年
間
で
得
た
経
験
や

地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
今

後
に
も
活
か
し
、
地
域
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら

も
学
び
続

け
て
い
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し

　
協
力
隊
の

　
協
力
隊
の

　
　
任
期
を
終
え
て

　
　
任
期
を
終
え
て

保や
す
お
か岡  

笑え
む

ありがとう

　ございました ！
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官
公
需
に
お
け
る
適
切
な
価
格
転
嫁
を

強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
物
価
高
騰

や
人
件
費
上
昇
の
実
態
を
「
地
方
財
政
計

画
」
の
歳
出
に
遅
滞
な
く
適
切
に
反
映
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

③
国
の
予
算
編
成
手
法
の
見
直
し
に
伴
う

地
方
財
政
へ
の
配
慮

補
正
予
算
へ
の
依
存
か
ら
の
脱
却
な

ど
、
国
の
予
算
編
成
手
法
が
見
直
さ
れ
る

中
、
地
方
自
治
体
の
財
政
運
営
に
支
障
や

圧
迫
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。 

 

④
偏
在
性
の
小
さ
い
地
方
税
体
系
の
構
築

都
市
部
と
地
方
の
財
政
力
格
差
の
拡
大

を
抑
制
し
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

均
一
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
環

境
を
実
現
す
る
た
め
、
偏
在
性
の
小
さ
い

地
方
税
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

へ
の
投
資
と
し
て
歓
迎
し
て
お
り
、
こ
う

し
た
振
り
分
け
が
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
離
島
留
学
に
つ
い
て
は
、
補

助
率
を
50
％
か
ら
60
％
へ
引
き
上
げ
る
案

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
９
年
度
の
概

算
要
求
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
考
え

方
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
必
要
な
予
算
が

確
保
さ
れ
る
か
、
引
き
続
き
注
視
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

 【
自
民
党
政
経
セ
ミ
ナ
ー
に
て
】

自
民
党
政
経
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
林
芳
正

総
務
大
臣
に
対
し
、
各
種
制
度
の
見
直
し

に
伴
う
地
方
財
政
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
、

次
の
４
点
を
直
接
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

①
食
料
品
の
軽
減
税
率
見
直
し
等
に
伴
う

地
方
財
源
の
確
保

令
和
９
年
度
か
ら
２
年
間
、
時
限
措
置

と
し
て
、
飲
食
料
品
の
消
費
税
率
を
８
％

か
ら
１
％
へ
引
き
下
げ
る
案
が
示
さ
れ
て

て
い
ま
す
。
こ
の
見
直
し
に
よ
り
、
地
方

自
治
体
の
貴
重
な
財
源
で
あ
る
地
方
消
費

税
の
減
税
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

地
方
の
財
源
が
不
足
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
国
に
対
し
、
必
要
な
財
源
措
置
を
講

じ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

②
物
価
・
人
件
費
高
騰
の
適
切
な
反
映
と

地
域
経
済
の
活
性
化

た
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
当
初
予
算

で
不
足
す
る
分
を
補
正
予
算
で
確
保
す
る

こ
と
が
一
般
的
で
し
た
が
、
今
後
は
、
こ

れ
ま
で
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ
て
い
た
分

も
含
め
、
当
初
予
算
で
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
各
省
庁
も
見
通
し
が
立
た
な

い
状
況
に
あ
り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
９
年
度
の
公
共
事
業
概
算
要
求
額

は
１
９
５
億
７
０
０
０
万
円
（
う
ち
投
資

枠
１
億
１
８
０
０
万
円
）
で
、
令
和
８
年

度
当
初
予
算
比
１
１
０
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
運
賃
軽
減
や
輸
送
コ
ス
ト
支

援
な
ど
の
非
公
共
事
業
（
振
興
交
付
金
）

は
36
億
５
０
０
０
万
円
（
う
ち
投
資
枠

８
億
円
）
で
、
投
資
枠
を
除
く
と
前
年
度

当
初
予
算
比
１
２
０
％
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
１
２
０
％
で
概
算
要
求
を

行
っ
て
も
、
当
初
予
算
で
は
前
年
度
並
み

の
水
準
に
落
ち
着
く
の
が
通
常
で
し
た
。

今
回
は
、
非
公
共
事
業
に
つ
い
て
前
年
度

当
初
予
算
比
１
２
０
％
の
水
準
を
当
初
予

算
で
確
保
す
る
と
と
も
に
、
投
資
枠
８
億

円
も
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

非
公
共
事
業
で
は
、
航
空
路
運
賃
に
つ

い
て
、
令
和
７
年
度
の
運
賃
水
準
に
戻
す

た
め
、
約
10
％
の
軽
減
に
相
当
す
る
額
を

概
算
要
求
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
市
内

閣
の
も
と
で
予
算
措
置
が
予
定
さ
れ
て
い

る
17
分
野
の
投
資
枠
に
、
農
業
振
興
な
ど

を
振
り
分
け
て
要
求
し
て
い
ま
す
。
未
来

【
自
民
党
奄
美
振
興
特
別
委
員
会
に
て
】

先
日
、
自
民
党
本
部
で
開
催
さ
れ
た
自

民
党
奄
美
振
興
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

令
和
９
年
度
の
奄
美
振
興
予
算
の
概
算
要

求
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
重
要
な
の
は
、
高
市
内
閣
が
補

正
予
算
に
つ
い
て
、
災
害
な
ど
緊
急
に
必

要
な
事
業
を
基
本
と
す
る
方
向
性
を
示
し

町
長
の
部
屋

From
 the M

ayor’s D
esk

町
民
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
徳
之

島
町
長
の
高
岡
秀
規
で
す
。
今
月
は
、

自
民
党
の
諸
会
合
に
て
行
っ
た
大
切
な

要
望
等
に
つ
い
て
の
ご
報
告
で
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

林芳正総務大臣（当時）

自民党奄美振興特別委員会での発
言を「高岡秀規 youtube チャン
ネル」からご覧いただけます。→
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〇 2026 年 12 月に右記の日程で粗大ごみを収
集します。粗大ごみシールを貼りお名前をご
記入のうえ、指定された日に収集場所へ出し
てください。

〇粗大ごみシールは、11 月 25 日より、徳之島
町では住民生活課・花徳支所で販売します。
シールの金額は、「粗大ごみシール大（１人
で持ち運びできない物）」が 500 円、「粗大ご
みシール小（１人で持ち運びできる物）」が 250 円です。

〇テレビ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコンはリサイクル品のため、ごみの収集
は行いません。家電取扱業者に委託する等、適切な処理をお願いします。

9 日（水）
井之川・旭ヶ丘・下久志・母間・
花徳・轟木・畦・山・金見・手々

16 日（水） 南区・中区・北区

18 日（金） 亀徳・徳和瀬・諸田・神之嶺

19 日（土） 東区・白井・大原・尾母・南原

各地区の指定日に適切に分別して出してください

2026 年 12 月の粗大ごみ収集について
徳之島愛ランドクリーンセンター ☎ 0997-81-7855　住民生活課 ☎ 0997-82-1114問

※ソファー類・マットレス類のスプリング等を取り除けない場合は、別途解体手数料 1,000 円いただきます。
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以下の内容で園児を募集します。入園ご希望の方は期間内に手続きをお済ませください。必要書
類等は各幼稚園にございますので、各幼稚園にお問い合わせください。また、必要書類は町公式ウェ

ブサイトからもダウンロードできます。　入園についてご不明な点は学校教育課へご相談ください。
●願書配布

●願書受付
　【受付期間】令和８年 12 月１日（火）～ 12 月 18 日（金）
　【受付場所・時間】学校教育課（役場５階）、花徳支所 午前８時 30 分～午後５時（土日祝日を除く）

●準備する物＝入園希望児の住民票、印鑑

●募集園・対象児年齢

●その他
 ・５歳児は１クラス 30 名です。３歳・４歳児は１クラス 20 名程度とします。
 ・花徳幼稚園と山幼稚園については、希望者は預かり保育をします。（午後３時～午後５時）
 ・各幼稚園は令和９年 4 月 12 日（月）入園式です。※入園式当日は給食は実施しません。

入園を希望される方は期間内に手続きを

徳之島町立幼稚園 令和９年度園児募集案内

配布期間 配布場所 時　間

令和８年 11 月２日（月）
～ 11 月 27 日（金）
※土日祝日を除く

学校教育課（役場５階）・花徳支所 午前８時 30 分～午後５時
各町立幼稚園 午後３時～午後４時 45 分

私立保育園 各園の開園時間に準ずる

園名 電話番号 対象児年齢
亀津幼稚園 ☎ 0997-83-1460 ５歳児（２クラス）
亀徳幼稚園 ☎ 0997-83-2425 ３歳、４歳、５歳
花徳幼稚園 ☎ 0997-84-0081 ３歳、４歳、５歳

山幼稚園 ※学校教育課へお電話ください 満３歳、３歳、４歳、５歳

学校教育課　☎ 0997-82-1308問

住民生活課 国民年金係　☎ 0997-82-1114問

以下の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制
です。相談を受けられる方は、住民生活課国民年金係へお
申し込みください。また、ご来場の際は、年金手帳やねん
きん定期便および本人確認書類（運転免許証、マイナンバー
カード等）をご持参ください。

●日時＝令和８年 12 月 9 日（水）午後 2 時～ 5 時、

　　　　12 月 10 日（木）午前 9 時～午後２時 30 分

●場所＝役場４階会議室

●相談内容＝年金請求のこと、国民年金、厚生年金、船員保険等の年金制度全般に関すること

奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について
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広報 徳之島 2026 年 11 月号

北区自治会へ発電機等が整備されました

宝くじコミュニティ助成事業について

「令和８年度の宝くじの社会貢献広報事業」として、北区自
治会が地域防災組織育成助成事業の対象となり、発電機、簡
易テント、緊急災害用煮炊釜等が整備されました。これは、
一般財団法人自治総合センターが宝くじの普及広報活動の一
環として、自主防災組織の防災活動に必要
な設備等へ助成するものです。北区自治会
では今後も更なる防災意識向上・コミュニ
ティ活動の活性化が期待されます。

農業委員会事務局　☎ 0997-82-1160問
徳之島町農業委員会では、現在の農業委員及び農地利用最適化推進委員の任期が令和９年５月７

日をもって満了するため、次期農業委員及び農地利用最適化推進委員の募集をします。
応募詳細は、町公式ウェブサイトからご覧いただけます。【トップページ→しごと・産業→農業（農

政・農産）→農業委員会→農業委員・農地利用最適化推進委員の募集について】
農業委員会では、委員定数の 30％を女性農業委員とする目標を掲げています。積極的な応募や推

薦をお待ちしています。

●申込期間＝令和８年 11 月 18 日（水）~ 令和８年 12 月 18 日（金）まで（※土日、祝日を除く）

●受付場所＝農業委員会事務局（役場３階）

●受付時間＝午前８時 30 分～午後５時 15 分まで

※郵送の場合は令和８年 12 月 18 日（金）午後５時までに必着のこと。
※農業委員については、認定農業者が委員の過半数を占めること等の法定要件があります。
※申込数が定数を超えた場合等は、選考委員会の意見を基に町議会の同意を得て町長が任命します。
※農地利用最適化推進委員については、募集締め切り後に候補者の審査を行い、農業委員会が委嘱
　します。

皆さまの応募・推薦をお待ちしています

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します

鹿児島県警・徳之島地区消防組合・徳之島３町協力のもと、防災
フェスタを開催します。消防車への乗車や放水体験、スタンプラ
リー等を実施予定です。皆様のご来場をお待ちしております。

●日時＝令和８年 11 月 29 日（日）午前９時～正午
●場所＝徳之島町健康の森総合運動公園

総務課消防交通係　☎ 0997-82-1111

皆さまのご来場をお待ちしております

「徳之島３町防災フェスタ」を開催します
問

総務課消防交通係　☎ 0997-82-1111問
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亀
津
郵
便
局
《
貯
金
・
保
険
》

窓
口
営
業
時
間
変
更
の
お
知

ら
せい

つ
も
郵
便
局
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
郵
便
局

は
、
２
０
２
６
年
11
月
30
日

（
月
）
か
ら
、
貯
金
・
保
険
窓

口
の
み
窓
口
休
止
時
間
を
設

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お

客
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
何
と
ぞ
ご

理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
郵

便
窓
口
に
つ
い
て
は
、
窓
口
休

止
時
間
を
設
け
る
こ
と
な
く
、

継
続
し
て
お
取
扱
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
窓
口
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
《
貯
金
・
保
険
》
窓
口
休
止

時
間
＝
正
午
～
午
後
１
時
ま

で
※
11
月
30
日
（
月
）
か
ら

※
郵
便
窓
口
は
、
窓
口
休
止
時

間
は
設
け
ま
せ
ん
。

※
土
曜
・
日
曜
・
休
日
は
、
営

業
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
取
扱
時
間
は
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
亀
津
郵

便
局　

☎
０
９
９
７
―
８
２

―
０
０
４
２

令
和
９
年
度
の
「
裁
判
員
候
補

者
」
又
は
「
検
察
審
査
員
候
補

者
」
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選

挙
権
を
有
す
る
県
民
の
中
か

ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま
す
。
選

定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、

11
月
中
旬
頃
に
「
裁
判
員
候
補

者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら

せ
」
又
は
「
検
察
審
査
員
候
補

者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら

せ
」
が
届
き
ま
す
。
国
民
が
司

法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度

で
す
。
ぜ
ひ
、
御
協
力
く
だ
さ

い
。
な
お
、
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
問
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

（
裁
判
員
）
鹿
児
島
地
方
裁
判
所

■ 高等工科学校とは？
　 将来陸上自衛隊において、高機能化・システム化された装備品を駆使・運用するとともに、国際
社会においても自信を持って対応できる自衛官となる者を養成し教育する陸上自衛隊の学校です。

令和８年度 陸上自衛隊 高等工科学校生徒募集

■ 募集要項
募集種目 　高等工科学校　一般

応募資格 　男子で中卒（見込含）17 歳未満の者

受付期間 　令和８年 10 月１日（木）～令和９年１月 14 日（木）

試験期日
　第１次試験 令和９年１月 23 日（土）又は１月 24 日（日）のいずれか指定する日

　第２次試験 令和９年２月 11 日（木）～ 14 日（日）までの間の指定する日
試験会場 　徳之島合同庁舎（国）　所在地：徳之島町亀津５５３－１

合格発表 　第１次試験：令和９年２月５日（金）　第２次試験：令和９年２月 26 日（金）

入校　 　令和９年４月上旬

■ お問い合わせ : 自衛隊鹿児島地方協力本部 徳之島駐在員事務所　☎ 0997-83-3080

刑
事
部
裁
判
員
係　

☎
０
９
９

―
８
０
８
―
３
７
７
３　

（
検
察
審
査
員
）
鹿
児
島
検
察

審
査
会
事
務
局　

☎
０
９
９
―

８
０
８
―
３
７
１
９

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
時
間

額
「
１
０
９
０
円
」
に
改
正
さ

れ
ま
し
た

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、
令

和
８
年
10
月
25
日
か
ら
時
間

額
「
１
０
９
０
円
」
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃
金

は
、
鹿
児
島
県
内
の
事
業
場
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
事
業
場
内
最
低

賃
金
の
引
上
げ
と
設
備
投
資

等
を
行
う
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
を
対
象
に
、
国
の
「
業

務
改
善
助
成
金
」
制
度
が
あ
り

ま
す
。
最
低
賃
金
の
引
上
げ
へ

の
対
応
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島

労
働
局 

賃
金
室　

☎
０
９
９

―
２
２
３
―
８
２
７
８
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【お問い合わせ】奄美群島広域事務組合　☎ 0997-52-6032
奄美群島広域事務組合公式 HP「令和８年度奄美・沖縄子ども交流事業の活動報告について」➡
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里秀明様より、尾母小中・亀徳小・亀津中へご寄付をいただきました

本
町
出
身
で
大
阪
府
在
住
の
里

秀
明
様
よ
り
、
町
立
尾
母
小
中
学

校
へ
１
０
０
万
円
、
亀
徳
小
学
校

へ
３
０
０
万
円
、
亀
津
中
学
校

３
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
、
10
月
６
日
、
役
場
で
寄
付
金

の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
里
様

か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
ご
自

身
の
母
校
で
あ
る
亀
徳
小
・
亀
津

中
、
奥
様
の
母
校
で
あ
る
尾
母
小

中
学
校
も
含
め
た
３
校
へ
、
総
額

１
千
万
円
を
超
え
る
多
大
な
ご
寄

付
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
町

立
小
中
学
校
へ
の
多
大
な
ご
支
援
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

教育委員会だより
問

町ジュニア・リーダークラブてぃだまい隊が「てぃだフェス」開催

学校教育課　☎ 0997-82-1308
社会教育課　☎ 0997-82-2904問

町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
ク
ラ
ブ
「
て
ぃ
だ

ま
い
隊
」
が
企
画
・
運

営
を
担
っ
た
「
て
ぃ
だ

フ
ェ
ス
」
が
９
月
22
日
、

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
の
第
１
回

開
催
か
ら
４
年
ぶ
り
、

２
回
目
と
な
る
今
回
は
、

「DAN
CE JETs

」

「
結
シ
ア
タ
ー
手
舞
」

「
徳
之
島DAN

SIN
G

」

「
徳
之
島
闘
牛
太
鼓
」

の
４
団
体
が
出
演
。
華

や
か
な
ダ
ン
ス
や
迫
力

あ
る
太
鼓
の
演
奏
な
ど
、

多
彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
披
露
さ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ

ア
と
行
動
力
に
よ
っ
て

つ
く
り
上
げ
ら
れ
た
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
企

画
・
運
営
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
主
体
性

や
活
躍
が
光
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

本町出身の里様（左から４番目）と関係者
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古
記
録
は
、
一
定
規
模
の
災
害
を
記
録

す
る
傾
向
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
貴

重
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。「
前
録

帳
」
に
確
認
で
き
る
最
も
早
い
事
例
は
、

１
７
０
８
年
の
疱ほ
う
そ
う瘡
（
天
然
痘
）
流
行

の
記
事
で
す
。
疱
瘡
流
行
に
始
ま
り
、

翌
年
、
翌
々
年
は
大
飢
饉
と
な
り
、
多

く
の
餓
死
者
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て

い
ま
す
。
こ
の
と
き
の
飢
饉
は
、
台
風

と
干
ば
つ
が
主
な
要
因
と
さ
れ
る
沖
縄

で
発
生
し
た
飢
饉
（
３
１
９
９
人
が
死

亡
）
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

疱
瘡
・
台
風
・
干
ば
つ
の
ト
リ
プ
ル
パ

ン
チ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

１
８
３
０
年
代
の
台
風

１
８
３
０
年
旧
暦
４
月
22
日
の
夜
か

ら
25
日
（
以
下
月
日
は
全
て
旧
暦
）
に

か
け
て
台
風
が
襲
来
し
、
面
縄
港
で
黒

糖
の
積
み
込
み
を
お
こ
な
っ
て
い
た
長

久
丸
が
沈
没
、
さ
ら
に
６
月
４
日
か
ら

６
日
に
襲
来
し
た
台
風
に
よ
り
、
湾
屋

に
停
泊
し
て
い
た
白
山
丸
と
行
安
丸
も

沈
没
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
の
７
月

26
日
か
ら
28
日
ま
で
、
丑
（
北
北
東
）・

寅
（
東
北
東
）・
卯
（
東
）・
辰
（
東
南

東
）
の
方
角
か
ら
の
台
風
・
高
波
（
写

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

今
年
８
月
下
旬
に
徳
之
島
に
襲
来

し
た
台
風
18
号
は
、島
内
各
所
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
現
在
で
も

そ
の
爪
痕
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
歴
史
資
料
に
記
さ
れ
た
徳
之
島

の
災
害
を
ふ
り
返
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
前
録
帳
」
と
い
う
古
記
録

徳
之
島
に
は
、「
前ぜ
ん
ろ
く
ち
ょ
う

録
帳
」
と
呼

ば
れ
る
３
０
０
年
前
か
ら
１
５
０

年
前
の
徳
之
島
の
で
き
ご
と
を
記

録
し
た
史
料
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

徳
之
島
の
災
害
史

真
１
）
に
よ
り
、亀
津
村
の
浜
辺
に
あ
っ

た
人
家
30
軒
が
流
さ
れ
、
倒
壊
し
ま
し

た
。
こ
の
台
風
は
種
子
島
に
至
り
、
同

島
南
端
の
西
之
村
で
は
高
潮
が
発
生
、

水
田
に
も
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

１
８
３
２
年~

１
８
３
３
年
に
も
災
害

が
起
き
て
い
ま
す
。
１
８
３
２
年
の
６

月
か
ら
８
月
は
雨
が
降
ら
ず
、
厳
し
い

干
ば
つ
が
続
き
ま
し
た
。
干
ば
つ
直
後

の
９
月
10
日
夜
か
ら
11
日
昼
に
か
け
て

は
、「
近
年
ま
れ
な
る
大
風
波
」
に
よ

り
島
中
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
農
作
物
が

傷
み
、
死
人
・
死
牛
馬
・
負
傷
者
も
発
生
、

人
家
・
砂
糖
小
屋
な
ど
数
百
軒
が
吹
き

倒
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
に
み
る
災
害

「
前
録
帳
」
か
ら
う
か
び
あ
が
る
徳

之
島
の
災
害
史
の
特
徴
は
、
流
行
病
・

干
ば
つ
・
台
風
な
ど
が
連
続
・
複
合

し
、
大
飢
饉
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
で

す
。
も
ち
ろ
ん
現
代
の
徳
之
島
に
お
い

て
「
飢
饉
」
は
起
き
ま
せ
ん
が
、
台
風

に
よ
り
フ
ェ
リ
ー
が
入
港
で
き
ず
、
店

頭
か
ら
食
料
品
が
激
減
す
る
状
況
を
見

た
と
き
、
先
人
た
ち
の
置
か
れ
て
い
た

環
境
が
想
起
さ
れ
ま
す
。

（
町
誌
編
さ
ん
室　

竹
原 

祐
樹
）

株式会社コンパス様（本社：奄美市）より、

企業版ふるさと納税としてのご寄附をいただき

ました。今回いただいたご寄附は、コワーキン

グスペースやプログラミング教室等、徳之島を

担う子ども達の未来への投資として、また本土

との教育格差をなくす様々な取り組みに活用さ

せていただきます。本町への温かいご支援、誠

にありがとうございます。

株式会社コンパス様へ、企業版ふるさと納税感謝状贈呈

【写真１】亀徳の護岸を超える高波
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図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 
徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『おにがわらう』

畠中 恵／著
出版：新潮社〔小説〕

最近の異変はすべて狐のせいと妙
な噂が流れた。その上武家屋敷の
下男が死体で発見される。凶事続
きの通町に本物の鬼まで現れ「江
戸を支配する」と言い出した !? 

『わたしを庇わないで』

石田 夏穂／著
出版：集英社〔小説〕

タナマル水産の広報部員として働
くアヤノは、自他ともに認めるデ
ブ。担当する食べ歩き企画で、そ
の食べっぷりと自虐ネタがおもし
ろいと話題になり…。表題作など
笑いと皮肉満載の中編全３編を収
録 。

『生き延びるための会話』

村上 靖彦／著
出版：SB クリエイティブ〔一般書〕

テクノロジーの発展により「言葉」
があふれる一方で、「会話」が失わ
れ孤立する現代社会。孤立から解
放される < 生きるスペース > は、
会話によって拡がる。人生にとっ
て会話とは何か・なぜ大切なのか
を示す、現代への処方箋。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

の図書館展示

・ クリスマス　

・ 人権

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

11 月

《11月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 17日（火）
　【花徳支所】 ５日（木）、26日（木）

○おはなしの時間

　0歳～　　11/1　（日）午前 10時 30分～

　3歳～　　11/14（土）、11/28（土）午後 2時 30分～

○イベント

　読書週間おはなし会 （おはなし会＆工作）

　日時：11/7（土）午後 2時～

　　場所 ： 生涯学習センター 2階　和室

   ※事前の申し込みが必要です。

　　　　お申し込みはお電話 ・ 図書館カウンターで受け

　　　　付けています。

お知らせ

『ピピピピ♪ハッピープリンス』

ガタロー☆マン／作
出版：誠文堂新光社〔絵本〕

ツバメが無事に南の国に渡れる
ことを祈って ! ３・３・７びょー
し ! 物語「幸福の王子」を大胆
にアレンジした、三三七拍子で
展開するリズム絵本第２弾。

『パパとパン』

サニーブックス／さく
出版：小学館〔絵本〕

ロールパン、メロンパン、クリー
ムパン、めだまやきパン、ウィ
ンナーロール、パンケーキ…。
どんなパンが好き ? リズムに合
わせて読んでみよう ! 親子で楽
しめる、おいしいリズム絵本。
探し絵も楽しめます。
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徳之島町保健センター　☎0997-83-3121

日にち 受付時間 場　　　所

11 月９日（月）
８:30 ～ 10:15 南西糖業株式会社 徳之島事業本部 徳和瀬工場

11:15 ～ 12:00
13:15 ～ 15:30 徳之島町役場駐車場

11 月 13 日（金）
８:30 ～ 11:30 徳之島徳洲会病院

13:30 ～ 15:30 あまみ農業協同組合徳之島事業本部（A コープ徳之島店）

輸血を待つ患者さんのため、おひとりでも多くの方のご協力をお待ちしております。
献
血
の
お
知
ら
せ

　臨床心理士による相談会を実施します。小さな事でも一人で抱え込まず、誰かに話
してみませんか？個人の秘密は固く守られます。町保健センターへご予約ください。
　●対象＝徳之島町に住所のある方　●会場＝町保健センター
　●相談費用＝無料（※予約が必要です。保健センターへお電話ください。）

こころの健康相談会こころの健康相談会 11 月 14 日 （土） ・15 日 （日）

よく噛むことの 8 つの効果 （ひみこのはがいーぜ）よく噛むことの 8 つの効果 （ひみこのはがいーぜ）

《
家
族
で
考
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し
》

（
※
マ
マ
だ
け
の
参
加
で
も
OK
で
す
）　

〇
沐
浴
体
験

〇
産
後
の
過
ご
し
方

（
※
希
望
に
応
じ
て
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験
も
で
き
ま
す
）

【
日
に
ち
】
11
月
16
日
（
月
）

【
時
　
間
】
10
時
～
12
時

【
場
　
所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
歯
科
相
談
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物
塗
布
を

受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
場

　
所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

【
日
に
ち
】
11
月
９
日
（
月
）

【
日
に
ち
】
11
月
19
日
（
木
）

よく噛んで食べることは、肥満予防や味覚の発達、
脳の活性化など、全身の健康につながります。噛むこ
との８つの効果を覚える合言葉が「ひみこのはがいー
ぜ」です。

よく噛む習慣を身に付けるために、噛み応えのある
食材を選び、食材は大きめに切りましょう。一口 30
回を目安に、飲み物で流し込まず、ゆっくり味わって
食べることも大切です。

毎日の歯磨きと定期的な歯科検診で歯と口の健康を
守り、いつまでもおいしく食べられる健やかな生活を
目指しましょう。
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◇
９
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　
掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

嶺
山
　

ね

　

ね

寧
心
（
朋
　
生

夏
　
美
）
亀
　
津

東
　

こ

　
こ

　

な

心
々
梛
（
慶
　
久

莉
　
乃
）
亀
　
津

阿
武

し
ゅ
う
じ
ろ
う

宗
仁
郎
（
　
賢
　

典
　
子
）
亀
　
津

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,087 人

 男 4,462 人

 女 4,625 人

世帯数 4,440 戸

　

（-２）

（-１）

（-１）

（-３）

（括弧内は先月との比較）

令和８年 10月１日現在

戸
籍
の
窓※令和 2年国勢調査に基づく

　推計人口です。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

川
畑
　
邦
夫
　
84
　
諸
　
田

田
中
　
浦
江
　
78
　
亀
　
津

古
谷
　
弘
子
　
69
　
亀
　
徳

平
田
　
ス
エ
　
95
　
徳
和
瀬

宮
本
　
ノ
ブ
　
110
　
轟
　
木

福
山
　
武
雄
　
89
　
亀
　
津

関東徳州会様より本町へ関東徳州会様より本町へ
台風被害に対する見舞金台風被害に対する見舞金
いただいた見舞金は、被災された方々の支援や復旧

事業のために有効に活用させていただきます。本町へ

の温かいご支援、誠にありがとうございます。

フレッシュマートとくやま様フレッシュマートとくやま様
より本町へ非常食セット寄贈より本町へ非常食セット寄贈

本町母間の全日食チェーン加盟店「フレッシュマー

トとくやま」様から、災害時に備える非常食セットを

寄贈いただきました。これは、全日食チェーンが取り

組む非常食セットの無償配布活動によるものです。本

町への温かいご支援、誠にありがとうございます。

11 月は「不法投棄防止月間」です。11 月は「不法投棄防止月間」です。
不法投棄を発見した時は、市町村・鹿児島県・警察署（交番・駐在所）へご連絡ください。

住民生活課 ☎ 0997-82-1114問
●不法投棄とは

不法投棄とは、廃棄物を定められたルールに従わず、ひと気のない山
林や空き地、川などに捨てることです。空き缶、たばこの吸い殻などの
ごみのポイ捨ても不法投棄です。

●不法投棄は重大な犯罪
不法投棄が判明した場合、投棄物の撤去・適切な処理が命じられるだ

けでなく、悪質な場合は警察に摘発され、「廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律」により、罰則（5 年以下の懲役若しくは 1000 万円以下《法人の
場合は 3 億円以下》、又はこれらの併科）を受けることになります。

台風災害へのご支援、誠にありがとうございます。 総務課 ☎ 0997-82-1111問


